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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)
【緒言】我 々はこれまでに、植物の光合成 を模倣 した2段 階水分解 システムを開発 し1)、
TaONおよびWO3を 用いて可視光で水 を水素 と酸素に分解できることを報告 してきた2)。
今回、TaONより長波長側に吸収を有す るオキシナイ トライ ドSrTaO2Nを用いて可視光水
分解 の検討 を行った。
【実験】SrTaO2Nは錯体重合法で調製 した前駆体(Sr2Ta2O7)をNH3気流下、850℃・15h
の室化によって得た、構造 はXRDに よって確認 した。SrTaO2NおよびWO3触 媒へのPt
助触媒の担時は含浸法に よって行った。光触媒反応は閉鎖循環系に接続 したパイ レックス
製反応管を用い、カ ッ トオフフィルター を装着 した300W-Xeランプによって可視光 を照射
した。生成 した気体はガスクロによって定性 ・定量 した。
【結果 と考察】SrTaO2N光触媒 とヨウ素酸 ・ヨウ化
物 レ ドックス対(IO3-/I-)を用いて、水素生成系お よ
び酸素生成系への適応の検討 を行 った。その結果、ヨ
ウ化物イオン(Ⅰ-)存在下でPt・SrTaO2Nに可視光を
照射す ると水素生成が確認 された。一方 ヨウ素酸イオ
ン(IO3-)存在下か らの反応では、酸素生成 は確認 さ
れ なかった。従 って、SrTaO2N光触媒 は水素生成系
に適応できると考えられ る。次に、Pt-SrTaO2Nを酸
素生成系のPt-WO3と組み合わせ ることによって水
の分解 を試みた。 図1にPt-SrTaO2NとPt-WO3を
5mMNaI水溶液 に懸濁 させ、可視光照射 した時の気
体生成を示す。水素 ・酸素が量論比(2:
1)の割合で生成 したが長時間の反応では
失活 した。 これ は同時に窒素生成 も確認 さ
れたよ うに、SrTaO2Nが反応 中に分解 した
ため と考 えられる。
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